
 
資料２ 

令和元年度神奈川県リハビリテーション支援センター事業の報告 

                社会福祉法人 神奈川県総合リハビリテーション事業団 

地域リハビリテーション支援センター 

 

１．リハビリテーションの相談対応・情報提供 

(1)リハビリテーション専門相談(表 1・2） 

リハビリテーション専門相談は、政令都市を除く県域市町村の関係機関等と協働して総合相談・情報提
供・技術支援などの支援活動を実施している。平成３１年４月から令和２年２月までの相談件数は２８１

件であった。依頼元と障害別の件数は表１・２のと
おりである。 

表 １  相 談 依 頼 元 の 相 談 件 数         
表２ 障害別の相談件数 

 

 

 

 

(2)情報提供 

ホームページ上で県内のリハビリテーション関係機関情報、リハビリテーション専門研修の開催案内及

び募集や、当支援センターで行っている事業の情報発信を目的に広報誌「地域リハビリテーション支援セ

ンターだより」を掲載し、広く情報の提供に努めている。今年度「地域リハビリテーション支援センター

だより」にはＡ３版両面で、研修や専門相談の事例紹介などを掲載した。ホームページへのアクセス数は、

平成３１年４月から令和２年１月末までの総数は５，２６９件であった。また、フェイスブックによる情

報提供によるアクセス総数は、同期間では９，４７１件であった。 

区　　　分 件数 構成比

脳血管障害 92 32.7%

脳性麻痺 30 10.7%

神経・筋疾患 26 9.3%

骨関節疾患 23 8.2%

後天性脳損傷（CVA以外） 20 7.1%

脊髄損傷 16 5.7%

知的障害 11 3.9%

脊髄疾患 4 1.4%

内部疾患 0 0.0%

その他（切断・加齢等） 59 21.0%

合計 281 100.0%

区　　　分 件数 構成比

本人家族 69 24.5%

訪問看護事業所 50 17.8%

障害者相談事業所 36 12.8%

病院 26 9.3%

障害者施設 24 8.5%

居宅介護支援事業所 22 7.8%

地域包括 13 4.6%

市町村 12 4.3%

保健福祉事務所 10 3.6%

教育機関 7 2.5%

高齢者施設 6 2.1%

障害者更生相談所 3 1.1%

訪問介護事業所 1 0.4%

その他 2 0.7%

合計 281 100.0%



 

(3)かながわリハビリテーション・ケアフォーラム・・・資料-１ 

今年度は、令和２年２月２２日（土）に、「安心した自分らしい暮らしの実現に向けて」をテーマに、４

人の講師をお迎えし、実践的な講話をお願いしていた。 

内容は、地域包括ケアに関するもので、自助、互助、共助、公助の機能が充実していくこと、地域住⺠

自身が主役であり、高齢者や障害を持たれた方も地域社会の一員として自助に努めなくてはならないこと

など、リハビリテーション医療や福祉に限らず、地域社会が住⺠を巻き込んで包括的に取り組むことが地

域リハビリテーションを進める力となると考え企画した。 

しかし、２月２１日(金)に新型コロナウイルス（COVID19）拡散防止のため急遽中止（延期）とした。 

今回のフォーラムの内容は、県⺠に⼤変有意義な内容と考え、次年度７〜８月に再度開催する準備を進

めている。 

なお、協力依頼をしていた、共催団体：７団体、後援団体：２団体、展示依頼団体：３団体、その他関

係団体、参加予定者、講演依頼者等への対応及び使用会場との連絡調整を行い、開催当日は、２名の職員

が会場で待機し対応した。 

 

２．リハビリテーション従事者等を対象とした研修 

(1) 小田原養護学校研修 

  「iPad 活用術『基本操作、アクセシビリティ機能、データの移し方』について」企画・・・資料-２ 

日時：２０１９年７月１９日（金）１３時半〜１５時半 会場：小田原養護学校 

主催：小田原養護学校 神奈川県リハビリテーション支援センター 

この研修は、肢体部門、知的部門の教諭を対象に、iPad に備わっているアクセシビリティ機能

（Assistive Touch、アクセスガイド）についての理解して頂き、実際に機器に触れながら、設定の体

験学習を行い、少しでも学習場面で活用できるよう実施した。 

 



(2) 横須賀市立養護学校研修 

  「Windows パソコン活用術 支援教育に役立つパソコンの工夫や使用方法」企画・・・資料-３ 

 日時：２０１９年８月２６日（木）１４時〜１６時   会場：横須賀市立養護学校 

主催：横須賀市立養護学校 神奈川県リハビリテーション支援センター 

この研修では、タブレットやパソコンにおける各種詳細な設定で身体機能をサポートしてくれる便利な機

能について知ることで、児童に合わせて学習面で利用出来るようになることを目的に、横須賀市立養護学校、

岩⼾養護学校、武⼭養護学校と近隣の障害児のいる学校教諭、放課後デイサービスのスタッフを対象に、実

施した。 

 

 

３．その他の関連事業について（令和２年３月末まで） 

  高齢のみならず障害、小児分野におけるリハビリテーションの普及を進めた。 

○障害者分野の関係機関への地域リハ啓発活動 

・神奈川県障害者自立支援協議会（２回） ・神奈川県障害保健福祉圏域事業調整会議（３回）   

○リハビリテーション専門研修・・・資料-４ 

  医療・保健・福祉・介護専門職を対象とした研修で、２０１９年度は２２コースを実施し 

受講者の総数は延べ７２６名であった。 

 １０月１２日（土）に開催予定であった「PT・OT のための動作分析」は台風１９号の影響により

３月２０日（土）に延期していたが、さらに新型コロナウイルスの拡散防止のため中止とした。 

この企画については令和２年度に再度実施予定である。 

○政令指定市リハセンターとの連絡会 

横浜市、川崎市のリハセンターの地域リハ支援担当者および相模原市更生相談所との情報交換会、

事例検討会などを年２回実施した。 

２月相模原で開催予定であった会は新型コロナ拡散防止のため中止となった。 



○地域医療介護連携会議等への参加 

・神奈川県小児等在宅医療推進会議(１回) 

・横須賀地域小児在宅医療連絡会(２回) 

   ○県保健福祉事務所への難病支援での協力 

    厚木保健福祉事務所１件 ・厚木保健福祉事務所⼤和センター１件 ・小田原保健福祉事務所３件 

・平塚保健福祉事務所秦野センター２件 

厚木保健福祉事務所１件（２月２８日）及び厚木保健所⼤和センター（訪問相談３月６日）１件の

計２件は、新型コロナ拡散防止のため開催中止となった。 

  



 



  

  



  

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


